
 

思
春
期
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！ 

～
思
春
期
の
心
と
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
～ 

 

一
月
十
六
日(

金)

、
お
き
な
わ
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ

ン
タ
ー
の
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
一

年
生
を
対
象
に
思
春
期
の
心
と
体
に
関
す
る

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
思

春
期
の
体
の
変
化
や
心
の
不
安
定
さ
」
や
「
思

春
期
の
人
間
関
係
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

生
徒
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

㊗
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
功
労
者
賞
受
賞
！ 

～
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会(

八
重
山
大
会)

～ 
 

一
月
二
十
四
日(

土)

、
二
十
五
日(

日)

の
両
日
、

石
垣
島
に
お
い
て
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
、
本
校
か
ら
は
大
城
忍
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
含
め
、
四
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
演
出
家
の
平
田

大
一
氏
が
登
壇
し
、
ご
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
た
講

話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
校
の
大
城
忍
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が

長
年
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
忍
会
長
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

学校だより「威風堂々」        第３５号          １月３０日 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

心
に
刻
む
最
高
の
思
い
出
！ 

～W
E
 L

O
V
E
 

関
西
！
～ 

～
生
徒
会
・
学
級
役
員
認
証
式
～ 

～
二
学
期
終
業
式
～ 

 
 

修学旅行で得たものとは!?  

２年生が修学旅行から無事に帰ってきた。空港

で迎えたときに「めっちゃ楽しかったー！」「ユ

ニバ最高！」「雪、見れたよー！」と、多くの生

徒が目をキラキラさせて、その旅行を表現してく

れた。中には「俺、ずっとおこられていた」と自

虐気味に話す子もいたのだが…        

 今回の修学旅行は「心に刻む最高の思い出 WE 

LOVE 関西!!」をテーマに掲げ、奈良、京都、大

阪を巡る旅だった。引率した先生方の話では、少

々やらかした生徒もいたようではあるが、ほとん

どの生徒がルールやマナーを守りながら、旅行を

楽しんでいたとのことだった。その中でも京都市

内の班別自主研修は、彼ら彼女らを大きく成長さ

せたのではないだろうか。見知らぬ土地で予期せ

ぬトラブルもあったと思うが、仲間と知恵を出し

合い、対処した経験は必ずや今後の人生のプラス

になることだろう。他にも身の回りのことを自分

で行ったことや時間管理、集団行動等の一つ一つ

の小さな経験も生徒を一回り大きく成長させた

ことは間違いない。いずれにしても親元を離れ、

仲間と寝食を共にしたかけがえのない時間は、生

徒の貴重な「財産」になったことだろう。   

 あと、印象に残ったことは帰ってきた空港で、

家族と再会した時の子どもたちの安堵した表情。 

「家族の大切さ」。これも修学旅行で得た貴重な

ことの一つかもしれない… 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言㉟ 

1 月 25 日～27 日(奈良・京都・大阪) 


